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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】一時保留部に一時保留された紙幣の全てを収納
部に収納するための処理時間を短縮させる紙幣処理装置
を提供する。
【解決手段】一時保留機構と、一時保留された紙幣を繰
り出すための繰出機構とを有する一時保留部１７、識別
された紙幣を一括収納するための複数のカセットを有す
る収納部１３と、一時保留部の在高を含む一時保留デー
タおよび収納部の在高を含む収納データを記憶するため
の記憶部１０１とを有する紙幣処理装置において、受入
部１１から受け入れられ識別部１２で識別された紙幣が
一時保留された後、操作部より入金確定指示が受け付け
られたときに一時保留された紙幣が前記複数のカセット
の何れにも一括して収納できない場合には、一時保留部
から繰り出された紙幣が識別部によって識別した後に、
前記複数のカセットに分割して収納し、識別部の識別結
果に基づいて収納データを更新する制御部１０２を備え
る。
【選択図】図２



(2) JP 2010-33218 A 2010.2.12

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　紙幣を受け入れるための受入部と、
　前記受入部によって受け入れられた紙幣を識別するための識別部と、
　前記識別部によって識別された紙幣を一時保留するための一時保留機構と、前記一時保
留された紙幣を繰り出すための繰出機構と、を有する一時保留部と、
　前記一時保留部に一時保留された紙幣の入金確定指示を受け付けるための操作部と、
　前記識別部によって識別された紙幣を収納するための複数のカセットを有する収納部と
、
　前記一時保留部の在高を含む一時保留データおよび前記収納部の在高を含む収納データ
を記憶するための記憶部と、
　前記操作部によって入金確定指示が受け付けられたときに、前記一時保留部に一時保留
された紙幣を前記カセットに収納し、前記識別部の識別結果に基づいて前記収納データを
更新する制御部と、を備えることを特徴とする紙幣処理装置。
【請求項２】
　前記制御部は、前記一時保留部に一時保留された紙幣が前記複数のカセットの何れにも
一括して収納できない場合に、前記一時保留部から繰り出された紙幣が前記識別部によっ
て識別された後に、前記紙幣を前記複数のカセットに分割して収納し、前記一時保留部か
ら繰り出された紙幣に対して行われた前記識別部の識別結果に基づいて前記収納データを
更新する請求項１に記載の紙幣処理装置。
【請求項３】
　前記制御部は、前記一時保留部に一時保留された紙幣が前記複数のカセットの何れかに
一括して収納できる場合に、前記一時保留部から繰り出された紙幣を前記複数のカセット
の何れかに一括して収納し、前記一時保留データに基づいて前記収納データを更新する請
求項１または２に記載の紙幣処理装置。
【請求項４】
　前記収納データは、前記収納部の複数のカセット毎の在高を含む請求項１乃至３の何れ
か１項に記載の紙幣処理装置。
【請求項５】
　前記制御部は、前記収納データに基づいて前記複数のカセット毎の空き容量を算出し、
前記空き容量に基づいて前記一時保留部から繰り出された紙幣を前記複数のカセットに分
割して収納する請求項４に記載の紙幣処理装置。
【請求項６】
　前記一時保留部から繰り出された紙幣が前記識別部によって識別された後に、前記識別
部によってリジェクト要因が識別されたリジェクト紙幣を一時保留するための一時保留機
構を有する機内リジェクト部をさらに備え、
　前記制御部は、前記識別部によってリジェクト要因が識別されたリジェクト紙幣を前記
機内リジェクト部に一時保留する請求項５に記載の紙幣処理装置。
【請求項７】
　前記機内リジェクト部は、前記受入部と一体に構成されている請求項６に記載の紙幣処
理装置。
【請求項８】
　前記制御部は、前記一時保留データおよび前記識別部の識別結果に基づいて前記機内リ
ジェクト部の在高を算出する請求項６または７に記載の紙幣処理装置。
【請求項９】
　前記機内リジェクト部は、前記リジェクト紙幣を繰り出すための繰出機構をさらに有し
、
　前記収納部は、所定のリジェクト紙幣を収納する退避カセットをさらに有し、
　前記制御部は、前記機内リジェクト部から繰り出された紙幣が前記識別部によって識別
された後に、前記識別部によってリジェクト要因が識別されたリジェクト紙幣を前記退避
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カセットに収納する請求項６乃至８の何れか１項に記載の紙幣処理装置。
【請求項１０】
　前記制御部は、前記機内リジェクト部から繰り出された紙幣が前記識別部によって識別
された後に、前記識別部によって金種が識別された正常紙幣を前記複数のカセットに分割
して収納し、前記識別部の識別結果に基づいて前記収納データを更新する請求項９に記載
の紙幣処理装置。
【請求項１１】
　前記機内リジェクト部は、前記リジェクト紙幣を繰り出すための繰出機構をさらに有し
、
　前記制御部は、前記機内リジェクト部から繰り出された紙幣が前記識別部によって識別
された後に、前記識別部によって金種が識別された正常紙幣を前記複数のカセットに分割
して収納し、前記識別部の識別結果に基づいて前記収納データを更新する請求項６乃至８
の何れか１項に記載の紙幣処理装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、紙幣処理装置に関し、特に、入金処理に利用される紙幣処理装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の入金処理に利用される紙幣処理装置では、識別部によって投入された紙幣に対し
て１回目の識別が行われ、識別に成功した紙幣のみが一時保留部に一時保留される。その
後、入金確定指示が受け付けられたときに、一時保留部に一時保留された紙幣が繰り出さ
れ、識別部経由で収納部に収納される。このとき、識別部によって一時保留部から繰り出
された紙幣に対して２回目の識別が行われ、識別に成功した紙幣のみが収納部に収納され
る。１回目または２回目の識別において識別に失敗した紙幣は、リジェクト紙幣として取
り扱われ、リジェクト部に集積される。このような紙幣処理装置として、たとえば特許文
献１に開示された紙幣処理装置がある。
【０００３】
　しかしながら、この紙幣処理装置では、１回目の識別において識別に成功した紙幣であ
っても、２回目の識別において識別に失敗した紙幣はリジェクト紙幣として取り扱われる
。また、この紙幣処理装置では、識別部によって２回目の識別において識別に失敗した紙
幣に対して３回目の識別が行われる。この３回目の識別は、２回目の識別において識別に
失敗した全ての紙幣が識別に成功するまで繰り返し行われる。したがって、リジェクト紙
幣として取り扱われる紙幣の数が増加し、リジェクト紙幣に対して行われる処理の頻度も
増加する。その結果、一時保留部に一時保留された紙幣の全てを収納部に収納するための
処理時間が長くなるという問題がある。
【特許文献１】特開平７－２８２３１６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明の目的は、一時保留部に一時保留された紙幣の全てを収納部に収納するための処
理時間を短縮させる紙幣処理装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　紙幣を受け入れるための受入部と、
　前記受入部によって受け入れられた紙幣を識別するための識別部と、
　前記識別部によって識別された紙幣を一時保留するための一時保留機構と、前記一時保
留された紙幣を繰り出すための繰出機構と、を有する一時保留部と、
　前記一時保留部に一時保留された紙幣の入金確定指示を受け付けるための操作部と、
　前記識別部によって識別された紙幣を収納するための複数のカセットを有する収納部と
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、
　前記一時保留部の在高を含む一時保留データおよび前記収納部の在高を含む収納データ
を記憶するための記憶部と、
　前記操作部によって入金確定指示が受け付けられたときに、前記一時保留部に一時保留
された紙幣を前記カセットに収納し、前記識別部の識別結果に基づいて前記収納データを
更新する制御部と、を備えることを特徴とする紙幣処理装置が提供される。
【０００６】
　本発明において、
　前記制御部は、前記一時保留部に一時保留された紙幣が前記複数のカセットの何れにも
一括して収納できない場合に、前記一時保留部から繰り出された紙幣が前記識別部によっ
て識別された後に、前記紙幣を前記複数のカセットに分割して収納し、前記一時保留部か
ら繰り出された紙幣に対して行われた前記識別部の識別結果に基づいて前記収納データを
更新することが好ましい。
【０００７】
　本発明において、
　前記制御部は、前記一時保留部に一時保留された紙幣が前記複数のカセットの何れかに
一括して収納できる場合に、前記一時保留部から繰り出された紙幣を前記複数のカセット
の何れかに一括して収納し、前記一時保留データに基づいて前記収納データを更新するこ
とが好ましい。
【０００８】
　本発明において、
　前記収納データは、前記収納部の複数のカセット毎の在高を含むことが好ましい。
【０００９】
　本発明において、
　前記制御部は、前記収納データに基づいて前記複数のカセット毎の空き容量を算出し、
前記空き容量に基づいて前記一時保留部から繰り出された紙幣を前記複数のカセットに分
割して収納することが好ましい。
【００１０】
　本発明において、
　前記一時保留部から繰り出された紙幣が前記識別部によって識別された後に、前記識別
部によってリジェクト要因が識別されたリジェクト紙幣を一時保留するための一時保留機
構を有する機内リジェクト部をさらに備え、
　前記制御部は、前記識別部によってリジェクト要因が識別されたリジェクト紙幣を前記
機内リジェクト部に一時保留することが好ましい。
【００１１】
　本発明において、
　前記機内リジェクト部は、前記受入部と一体に構成されていることが好ましい。
【００１２】
　本発明において、
　前記制御部は、前記一時保留データおよび前記識別部の識別結果に基づいて前記機内リ
ジェクト部の在高を算出することが好ましい。
【００１３】
　本発明において、
　前記機内リジェクト部は、前記リジェクト紙幣を繰り出すための繰出機構をさらに有し
、
　前記収納部は、所定のリジェクト紙幣を収納する退避カセットをさらに有し、
　前記制御部は、前記機内リジェクト部から繰り出された紙幣が前記識別部によって識別
された後に、前記識別部によってリジェクト要因が識別されたリジェクト紙幣を前記退避
カセットに収納することが好ましい。
【００１４】
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　本発明において、
　前記制御部は、前記機内リジェクト部から繰り出された紙幣が前記識別部によって識別
された後に、前記識別部によって金種が識別された正常紙幣を前記複数のカセットに分割
して収納し、前記識別部の識別結果に基づいて前記収納データを更新することが好ましい
。
【００１５】
　本発明において、
　前記機内リジェクト部は、前記リジェクト紙幣を繰り出すための繰出機構をさらに有し
、
　前記制御部は、前記機内リジェクト部から繰り出された紙幣が前記識別部によって識別
された後に、前記識別部によって金種が識別された正常紙幣を前記複数のカセットに分割
して収納し、前記識別部の識別結果に基づいて前記収納データを更新することが好ましい
。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、一時保留部に一時保留された紙幣の全てを収納部に収納するための処
理時間を短縮させることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　以下、本発明の実施例について図面を参照して説明する。なお、以下の実施例は、本発
明の実施の一形態であって、本発明の範囲を限定するものではない。
【実施例１】
【００１８】
　はじめに、本発明の実施例１について説明する。本発明の実施例１は、一時保留部に一
時保留された紙幣を１つのカセットに一括して収納できる場合には、識別部の識別工程を
省略し、一時保留部の在高に基づいて収納部の在高を更新する例である。
【００１９】
　まず、本発明の実施例１に係る紙幣処理装置の構成について図１乃至図５を参照して説
明する。
【００２０】
　図１は、本発明の実施例１に係る紙幣処理装置１０の内部構成を示す平面図であり、図
２は、本発明の実施例１に係る紙幣処理装置１０の制御ブロックを示すブロック図である
。
【００２１】
　図１に示されるように、この紙幣処理装置１０は、受入部１１、識別部１２、収納部１
３、機外リジェクト部１４、Ｉ／Ｏ基板１５、搬送部１６、一時保留部１７、および機内
リジェクト部１８を備えている。また、図２に示されるように、この紙幣処理装置１０は
、記憶部１０１、制御部１０２、および収納検知部１０３をさらに備えている。
【００２２】
　記憶部１０１は、制御部１０２のための制御プログラム１０１Ａ、識別部１２の識別結
果を含む識別データ１０１Ｂ、一時保留部１７の在高を含む一時保留データ１０１Ｃ、収
納部１３のカセット１３１乃至１３３毎の在高を含む収納データ１０１Ｄ、ならびに後述
の行き先データ１０１Ｅおよび機内リジェクトデータ１０１Ｆを記憶するようになってい
る。また、記憶部１０１は、制御部１０２のワーキングメモリとしても機能するようにな
っている。
【００２３】
　識別データ１０１Ｂは、図３に示されるように、識別部１２によって識別された順番に
、その識別結果（金種またはリジェクト要因）を含む。一時保留データ１０１Ｃは、図４
に示されるように、一時保留部１７に一時保留された金種毎の枚数を含む。収納データ１
０１Ｄは、図５に示されるように、カセット１３１乃至１３３毎の金種別の紙幣の枚数を
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含む。
【００２４】
　制御部１０２は、受入部１１、識別部１２、収納部１３、機外リジェクト部１４、Ｉ／
Ｏ基板１５、搬送部１６、一時保留部１７、機内リジェクト部１８、記憶部１０１、およ
び収納検知部１０３に接続されている。制御部１０２は、記憶部１０１に記憶された制御
プログラム１０１Ａを起動することによって、受入部１１、識別部１２、収納部１３、機
外リジェクト部１４、Ｉ／Ｏ基板１５、搬送部１６、一時保留部１７、機内リジェクト部
１８、および収納検知部１０３を制御するようになっている。
【００２５】
　受入部１１は、オペレータによって投入された紙幣を１枚ずつ繰り出すための繰出ロー
ラを備えている。この繰出ローラは、投入された紙幣を繰り出し、紙幣処理装置１０の内
部に受け入れるようになっている。たとえば、受入部１１に１度に投入できる紙幣の枚数
（以下、「投入可能枚数」という）は、５００枚である。
【００２６】
　識別部１２は、受入部１１によって受け入れられた紙幣の金種を識別するための様々な
センサ（たとえば、ラインセンサ）を備えている。また、識別部１２は、紙幣の金種が識
別された場合には、その金種を識別結果として制御部１０２に送り、搬送異常（斜行、連
鎖、または重送）、媒体異常（偽券または損券）、またはその他の識別エラーなどのリジ
ェクト要因が識別された場合には、そのリジェクト要因を識別結果として制御部１０２に
送るようになっている。このとき、制御部１０２は、金種が識別された紙幣を「正常紙幣
」と判定し、リジェクト要因が識別された紙幣を「リジェクト紙幣」と判定する。
【００２７】
　収納部１３は、カセット１３１乃至１３３および退避カセット１３４から構成されてい
る。カセット１３１乃至１３３は、それぞれ、制御部１０２によって「正常紙幣」と判定
された紙幣を収納するための収納機構と、収納された紙幣を１枚ずつ繰り出すための繰出
ローラと、を備えている。また、カセット１３１乃至１３３は、外部から引出可能に構成
されている。退避カセット１３４は、後述の機内リジェクト戻し処理において、制御部１
０２によって「リジェクト紙幣」と判定された紙幣を収納するようになっている。カセッ
ト１３１乃至１３３および退避カセット１３４の最大収納容量は、それぞれ等しい容量で
あって、たとえば、３０００枚である。なお、カセット１３１乃至１３３および退避カセ
ット１３４の最大収納容量は、受入部１１の投入可能枚数より多ければ何枚でも良い。
【００２８】
　機外リジェクト部１４は、制御部１０２によってリジェクト紙幣と判定された紙幣を集
積するようになっている。機外リジェクト部１４は、集積された紙幣を外部から取出可能
に構成されている。
【００２９】
　Ｉ／Ｏ基板１５には、操作部１５１および表示部１５２が接続されている。操作部１５
１は、オペレータの指示を受け付けるための様々なキーを備えている。表示部１５２は、
オペレータに様々な情報を表示するための液晶ディスプレイを備えている。
【００３０】
　搬送部１６は、受入部１１、識別部１２、収納部１３、機外リジェクト部１４、および
一時保留部１７の間で紙幣を搬送するための搬送ベルト、搬送路ロ―ラ、および分岐爪、
ならびにそれらを駆動するためのモータなどから構成されている。
【００３１】
　一時保留部１７は、制御部１０２によって「正常紙幣」と判定された紙幣を一時保留す
るための一時保留機構と、一時保留された紙幣を１枚ずつ繰り出すための繰出ローラと、
を備えている。一時保留部１７の最大収納容量は、収納部１３のカセット１３１乃至１３
３と等しい容量であって、たとえば、３０００枚である。なお、一時保留部１７の最大収
納容量は、受入部１１の投入可能枚数より多ければ何枚でも良い。
【００３２】
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　機内リジェクト部１８は、リジェクト紙幣を一時保留するための一時保留機構と、一時
保留された紙幣を１枚ずつ繰り出すための繰出ローラと、を備えている。機内リジェクト
部１８は、受入部１１と一体に構成されている。
【００３３】
　収納検知部１０３は、収納部１３（カセット１３１乃至１３３）および一時保留部１７
の紙幣の枚数を検知するためのセンサおよびカウンタを備えている。また、収納検知部１
０３は、検知結果を制御部１０２に送る。
【００３４】
　次に、本発明の実施例１に係る紙幣処理装置１０の動作について図１を参照して説明す
る。
【００３５】
　図１に示されるように、この紙幣処理装置１０では、受入部１１に投入された紙幣が、
受入部１１の繰出ローラによって搬送部１６へ繰り出される。この繰出ローラによって繰
り出された紙幣は、識別部１２によって識別される。この識別部１２によって金種が識別
された紙幣は一時保留部１７に一時保留され、この識別部１２によってリジェクト要因が
識別された紙幣は機外リジェクト部１４に集積される。一時保留部１７に一時保留された
紙幣は、操作部１５１によって入金確定指示が受け付けられた後に、一時保留部１７の繰
出ローラによって搬送部１６へ繰り出される。この繰出ローラによって繰り出された紙幣
は、搬送部１６によって、カセット１３１乃至１３３の何れかに搬送される。このカセッ
ト１３１乃至１３３には、金種混合で収納される。なお、本発明の実施例１では、金種混
合でカセット１３１乃至１３３に収納する代わりに、金種別に収納されても良い。
【００３６】
　次に、本発明の実施例１に係る紙幣処理装置１０の処理内容について図６乃至図１２を
参照して説明する。
【００３７】
　図６は、本発明の実施例１に係る入金処理の処理手順を示すフローチャートである。
【００３８】
　図６に示されるように、はじめに、受入工程（Ｓ６０１）が行われる。受入工程（Ｓ６
０１）では、受入部１１が、投入された紙幣を紙幣処理装置１０の内部に受け入れる。
【００３９】
　次に、識別工程（Ｓ６０２）が行われる。識別工程（Ｓ６０２）では、識別部１２が、
受入工程（Ｓ６０１）において受入部１１によって受け入れられた紙幣を識別し、識別結
果を制御部１０２に送る。このとき、制御部１０２は、この識別結果に基づいてこの紙幣
を「正常紙幣」または「リジェクト紙幣」と判定する。また、制御部１０２は、「正常紙
幣」と判定された紙幣の金種別の枚数または「リジェクト紙幣」と判定された紙幣のリジ
ェクト要因を識別データ１０１Ｂとして記憶部１０１に書き込む。
【００４０】
　制御部１０２によって「正常紙幣」と判定された場合には（Ｓ６０３－ＹＥＳ）、一時
保留工程（Ｓ６０４）が行われる。一時保留工程（Ｓ６０４）では、制御部１０２が、「
正常紙幣」と判定された紙幣を一時保留部１７に一時保留する。このとき、制御部１０２
は、識別データ１０１Ｂに基づいて一時保留部１７の在高を含む一時保留データ１０１Ｃ
を記憶部１０１に書き込む。
【００４１】
　一方、制御部１０２によって「リジェクト紙幣」と判定された場合には（Ｓ６０３－Ｎ
Ｏ）、リジェクト工程（Ｓ６０５）が行われる。リジェクト工程（Ｓ６０５）では、制御
部１０２が、「リジェクト紙幣」と判定された紙幣を機外リジェクト部１４に集積する。
【００４２】
　Ｓ６０１乃至Ｓ６０５は、受入部１１に投入された紙幣が０枚になるまで繰り返される
（Ｓ６０６－ＮＯ）。
【００４３】
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　受入部１１に投入された紙幣が０枚になった場合には（Ｓ６０６－ＹＥＳ）、入金確認
画面表示工程（Ｓ６０７）が行われる。入金確認画面表示工程（Ｓ６０７）では、制御部
１０２が、一時保留部１７に一時保留された紙幣の枚数および入金処理内容を確定するた
めの入金確定指示を促すメッセージを含む入金確認画面を表示部１０４に表示させる。
【００４４】
　操作部１５１によって入金確定指示が受け付けられた場合には（Ｓ６０８－ＹＥＳ）、
収納処理（Ｓ６０９）が行われる。
【００４５】
　図７は、本発明の実施例１に係る収納処理（図６のＳ６０９）の処理手順を示すフロー
チャートである。
【００４６】
　図７に示されるように、はじめに、収納検知工程（Ｓ７０１）が行われる。収納検知工
程（Ｓ７０１）では、収納検知部１０３が、カセット１３１乃至１３３のそれぞれに収納
された紙幣の枚数を検知し、検知結果を制御部１０２に送る。このとき、制御部１０２は
、収納検知部１０３から送られた検知結果に基づいて、カセット１３１乃至１３３の空き
容量を算出する。
【００４７】
　収納検知工程（Ｓ７０１）において算出されたカセット１３１乃至１３３の空き容量の
うち最小の値が一時保留データ１０１Ｃの値以上である（すなわち、カセット１３１乃至
１３３の何れかへの一括収納が可能である）場合には（Ｓ７０２－ＹＥＳ）、第１収納工
程（Ｓ７０３）が行われる。第１収納工程（Ｓ７０３）では、制御部１０２が、一時保留
部１７から繰り出された紙幣をカセット１３１乃至１３３の何れかに収納する。第１収納
行程（Ｓ７０３）は、一時保留部１７に一時保留された紙幣が０枚になるまで繰り返され
る（Ｓ７０４－ＮＯ）。
【００４８】
　一時保留部１７に一時保留された紙幣が０枚になった場合には（Ｓ７０４－ＹＥＳ）、
第１収納データ更新工程（Ｓ７０５）が行われる。第１収納データ更新工程（Ｓ７０５）
では、制御部１０２が、第１収納工程（Ｓ７０３）において紙幣が収納されたカセット１
３１乃至１３３の何れかに対応する収納データ１０１Ｄの値に一時保留データ１０１Ｃの
値を加算して、更新する。この後、制御部１０２は、一時保留データ１０１Ｃをクリアす
る。
【００４９】
　一方、収納検知工程（Ｓ７０１）において算出されたカセット１３１乃至１３３の空き
容量のうち最小の値が一時保留データ１０１Ｃの値より小さい（すなわち、カセット１３
１乃至１３３の何れかへの一括収納が不可能である）場合には（Ｓ７０２－ＮＯ）、第２
収納処理（Ｓ７０６）が行われる。
【００５０】
　なお、本発明の実施例１では、第１収納工程（Ｓ７０３）の搬送経路は、識別部１２を
経由する搬送経路と経由しない搬送経路の何れであっても良い。識別部１２を経由する搬
送経路においては、識別部１２による識別が行われても良いし、省略されても良い。この
とき、識別部１２による識別が行われたとしても、第１収納データ更新工程（Ｓ７０５）
において、その識別結果は無視される。
【００５１】
　図８は、本発明の実施例１に係る第２収納処理（図７のＳ７０６）の処理手順を示すフ
ローチャートである。
【００５２】
　図８に示されるように、はじめに、識別工程（Ｓ８０１）が行われる。識別工程（Ｓ８
０１）では、識別部１２が、一時保留部１７から繰り出された紙幣を識別し、識別結果を
制御部１０２に送る。このとき、制御部１０２は、この識別結果に基づいてこの紙幣を「
正常紙幣」または「リジェクト紙幣」と判定する。また、制御部１０２は、「正常紙幣」



(9) JP 2010-33218 A 2010.2.12

10

20

30

40

50

と判定された紙幣の金種別の枚数または「リジェクト紙幣」と判定された紙幣のリジェク
ト要因を識別データ１０１Ｂとして記憶部１０１に書き込む。
【００５３】
　制御部１０２によって「正常紙幣」と判定された場合には（Ｓ８０２－ＹＥＳ）、行き
先決定処理（Ｓ８０３）が行われる。
【００５４】
　図９は、本発明の実施例１に係る行き先決定処理（図８のＳ８０３）の処理手順を示す
フローチャートである。
【００５５】
　図９に示されるように、収納部１３のカセット１３ｎ（ｎは正の自然数、１≦ｎ≦カセ
ットの数、ｎの初期値は１）に空き容量がある場合には（Ｓ９０１－ＹＥＳ）、制御部１
０２は、カセット１３ｎを行き先として決定する（Ｓ９０２）。
【００５６】
　次に、行き先データ更新工程（Ｓ９０３）が行われる。行き先データ更新工程（Ｓ９０
３）では、制御部１０２が、識別工程（図８のＳ８０１）の識別部１２の識別結果に基づ
いて、Ｓ９０２において行き先として決定されたカセット１３ｎに収納される紙幣の金種
毎の枚数を含む行き先データ１０１Ｅ（図１０参照）を更新する。
【００５７】
　一方、収納部１３のカセット１３ｎに空き容量がない場合には（Ｓ９０１－ＮＯ）、「
ｎ＝ｎ＋１」を演算し（Ｓ９０４）、Ｓ９０１へ戻る。
【００５８】
　本発明の実施例１に係る行き先決定処理（図８のＳ８０３）は、Ｓ９０３の後に終了す
る。
【００５９】
　図８に示されるように、行き先決定処理（Ｓ８０３）の後に、第２収納工程（Ｓ８０４
）が行われる。第２収納工程（Ｓ８０４）では、制御部１０２が、一時保留部１７に一時
保留された紙幣を繰り出し、その紙幣を図９のＳ９０２において行き先として決定された
カセット１３１乃至１３３の何れかに収納する。
【００６０】
　一方、制御部１０２によって「リジェクト紙幣」と判定された場合には（Ｓ８０２－Ｎ
Ｏ）、機内リジェクト工程（Ｓ８０５）が行われる。機内リジェクト工程（Ｓ８０５）で
は、制御部１０２が、「リジェクト紙幣」と判定された紙幣を機内リジェクト部１８に一
時保留する。
【００６１】
　識別工程（Ｓ８０１）乃至機内リジェクト工程（Ｓ８０５）は、一時保留部１７に一時
保留された紙幣が０枚になるまで繰り返される（Ｓ８０６－ＮＯ）。
【００６２】
　一時保留部１７に一時保留された紙幣が０枚になった場合には（Ｓ８０６－ＹＥＳ）、
第２収納データ更新工程（Ｓ８０７）が行われる。第２収納データ更新工程（Ｓ８０７）
では、制御部１０２が、カセット１３１乃至１３３の収納データ１０１Ｄの値に行き先デ
ータ更新工程（図９のＳ９０３）において更新された行き先データ１０１Ｅの値をそれぞ
れ加算して、更新する。また、制御部１０２は、一時保留データ１０１Ｃの値から行き先
データ１０１Ｅの値を減算し、その減算結果を機内リジェクト部１８に一時保留された紙
幣の在高を含む機内リジェクトデータ１０１Ｆ（図１１参照）として記憶部１０１に書き
込む。この後、制御部１０２は、一時保留データ１０１Ｃおよび行き先データ１０１Ｅを
クリアする。
【００６３】
　次に、機内リジェクト戻し処理（Ｓ８０８）が行われる。
【００６４】
　図１２は、本発明の実施例１に係る機内リジェクト戻し処理（図８のＳ８０８）の処理
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手順を示すフローチャートである。機内リジェクト戻し処理（図８のＳ８０８）は、操作
部１５１が、所定の設定回数の指示をオペレータから受け付け、制御部１０２が、その指
示に基づいて設定回数を記憶部１０１に書き込んだ後に行われる。
【００６５】
　図１２に示されるように、機内リジェクト戻し処理回数が設定回数以下である場合には
（Ｓ１２０１－ＹＥＳ）、機内リジェクト戻し工程（Ｓ１２０２）が行われる。機内リジ
ェクト戻し工程（Ｓ１２０２）では、制御部１０２が、機内リジェクト工程（図８のＳ８
０５）において機内リジェクト部１８に一時保留された全ての紙幣を紙幣処理装置１０の
内部に繰り出し、一時保留部１７に一時保留する。このとき、制御部１０２は、識別デー
タ１０１Ｂに基づいて一時保留部１７に一時保留された紙幣の在高を含む一時保留データ
１０１Ｃを記憶部１０１に書き込む。また、一時保留部１７は、一時保留された紙幣を繰
り出す。
【００６６】
　次に、識別工程（Ｓ１２０３）が行われる。識別工程（Ｓ１２０３）では、識別部１２
が、機内リジェクト戻し工程（Ｓ１２０２）において一時保留部１７から繰り出された紙
幣を識別し、識別結果を制御部１０２に送る。このとき、制御部１０２は、この識別結果
に基づいてこの紙幣を「正常紙幣」または「リジェクト紙幣」と判定する。また、制御部
１０２は、「正常紙幣」と判定された紙幣の金種別の枚数または「リジェクト紙幣」と判
定された紙幣のリジェクト要因を識別データ１０１Ｂとして記憶部１０１に書き込む。
【００６７】
　制御部１０２によって「正常紙幣」と判定された場合には（Ｓ１２０４－ＹＥＳ）、行
き先決定処理（Ｓ１２０５）が行われる。行き先決定処理（Ｓ１２０５）は、図９に示さ
れた処理手順に従って行われる。
【００６８】
　次に、第２収納工程（Ｓ１２０６）が行われる。第２収納工程（Ｓ１２０６）では、制
御部１０２が、「正常紙幣」と判定された紙幣を図９のＳ９０２において行き先として決
定されたカセット１３１乃至１３３の何れかに収納する。
【００６９】
　一方、制御部１０２によって「リジェクト紙幣」と判定された場合には（Ｓ１２０４－
ＮＯ）、機内リジェクト工程（Ｓ１２０７）が行われる。機内リジェクト工程（Ｓ１２０
７）では、制御部１０２が、「リジェクト紙幣」と判定された紙幣を機内リジェクト部１
８に一時保留する。
【００７０】
　Ｓ１２０３乃至Ｓ１２０７は、一時保留部１７に一時保留された紙幣が０枚になるまで
繰り返される（Ｓ１２０８－ＮＯ）。
【００７１】
　一時保留部１７に一時保留された紙幣が０枚になった場合には（Ｓ１２０８－ＹＥＳ）
、第２収納データ更新工程（Ｓ１２０９）が行われる。第２収納データ更新工程（Ｓ１２
０８）は、第２収納データ更新工程（図８のＳ８０７）と同様に行われる。
【００７２】
　Ｓ１２０１乃至Ｓ１２０９は、機内リジェクト部１８に一時保留された紙幣が０枚にな
るまで繰り返される（Ｓ１２１０－ＮＯ）。
【００７３】
　一方、機内リジェクト戻し処理回数が設定回数より多い場合には（Ｓ１２０１－ＮＯ）
、退避工程（Ｓ１２１１）が行われる。退避工程（Ｓ１２１１）では、制御部１０２が、
機内リジェクト部１８に一時保留された紙幣を退避カセット１３４に一括して収納する。
【００７４】
　本発明の実施例１に係る機内リジェクト戻し処理（図８のＳ８０８）は、機内リジェク
ト部１８に一時保留された紙幣が０枚になった場合（Ｓ１２１０－ＹＥＳ）または退避工
程（Ｓ１２１１）の後に終了する。



(11) JP 2010-33218 A 2010.2.12

10

20

30

40

50

【００７５】
　図８に示されるように、本発明の実施例１に係る第２収納処理（図７のＳ７０６）は、
機内リジェクト戻し処理（Ｓ８０８）の後に終了する。
【００７６】
　一方、図６に示されるように、操作部１５１によって返却指示が受け付けられた場合に
は（Ｓ６０８－ＮＯ）、返却工程（Ｓ６１０）が行われる。返却工程（Ｓ６１０）では、
制御部１０２が、一時保留部１７から繰り出された紙幣を受入部１１に集積し、一時保留
データ１０１Ｃをクリアする。
【００７７】
　本発明の実施例１に係る入金処理（図６）は、収納処理（Ｓ６０９）または返却工程（
Ｓ６１１）の後に終了する。
【００７８】
　なお、本発明の実施例１では、カセット１３１乃至１３３の数が３つである例について
説明したが、これに限られるものではない。
【００７９】
　また、本発明の実施例１では、カセット１３１乃至１３３毎の在高（空き容量）を紙幣
の枚数に基づいて算出する例について説明したが、カセット１３１乃至１３３毎に集積さ
れた紙幣の高さを測定し、その測定結果に基づいて在高（空き容量）を算出しても良い。
【００８０】
　また、本発明の実施例１では、第１収納工程（Ｓ７０３）において、制御部１０２は、
識別部１２を経由して一時保留部１７に一時保留された紙幣を収納部１３に搬送しても良
いし、識別部１２を経由しないでその紙幣を収納部１３に搬送しても良い。
【００８１】
　本発明の実施例１によれば、一時保留部１７に一時保留された紙幣をカセット１３１乃
至１３３の何れかに一括して収納できる場合には、識別部１２の識別工程を省略し、一時
保留データ１０１Ｃに基づいて収納データ１０１Ｄを更新するので、リジェクト要因の発
生頻度を低減することができ、ひいては、一時保留部１７に一時保留された紙幣の全てを
収納部１３に収納するための処理時間を短縮させることができる。
【００８２】
　また、本発明の実施例１によれば、記憶部１０１が、カセット１３１乃至１３３毎の収
納データ１０１Ｄを記憶するので、カセット１３１乃至１３３毎の在高を管理することが
できる。
【００８３】
　また、本発明の実施例１によれば、機内リジェクト部１８が受入部１１と一体に構成さ
れているので、紙幣処理装置１０を小型化することができる。
【００８４】
　また、本発明の実施例１によれば、記憶部１０１が、一時保留データ１０１Ｃおよび行
き先データ１０１Ｅを記憶するので、機内リジェクト部１８の在高を管理することができ
る。
【図面の簡単な説明】
【００８５】
【図１】本発明の実施例１に係る紙幣処理装置１０の内部構成を示す平面図である。
【図２】本発明の実施例１に係る紙幣処理装置１０の制御ブロックを示すブロック図であ
る。
【図３】識別データ１０１Ｂのデータ構造を示す概略図である。
【図４】一時保留データ１０１Ｃのデータ構造を示す概略図である。
【図５】収納データ１０１Ｄのデータ構造を示す概略図である。
【図６】本発明の実施例１に係る入金処理の処理手順を示すフローチャートである。
【図７】本発明の実施例１に係る収納処理（図６のＳ６０９）の処理手順を示すフローチ
ャートである。
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【図８】本発明の実施例１に係る第２収納処理（図７のＳ７０６）の処理手順を示すフロ
ーチャートである。
【図９】本発明の実施例１に係る行き先決定処理（図８のＳ８０３）の処理手順を示すフ
ローチャートである。
【図１０】行き先データ１０１Ｅのデータ構造を示す概略図である。
【図１１】機内リジェクトデータ１０１Ｆのデータ構造を示す概略図である。
【図１２】本発明の実施例１に係る機内リジェクト戻し処理（図８のＳ８０８）の処理手
順を示すフローチャートである。
【符号の説明】
【００８６】
１０　紙幣処理装置
１０１　記憶部
１０２　制御部
１０３　収納検知部
１１　受入部
１２　識別部
１３　収納部
１３１～１３３　カセット
１３４　退避カセット
１４　機内リジェクト部
１５　Ｉ／Ｏ基板
１５１　操作部
１５２　表示部
１６　搬送部
１７　一時保留部
１８　機外リジェクト部
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